
レブロ導入の苦労談・成功体験
Tfasのヘビーユーザーだった当社が何故レブロを導入したのか。
導入の背景や移行時の苦労談と問題解決、レブロでの成功事例を交えて紹介します。
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株式会社サンセツビ空間計画 水／空気／図面

勾玉(まがたま)のような形は、水の雫と流れ
る風をイメージしてます。雫と風の組み合わ
せで、サンセツビの頭文字「Ｓ」を表現しま
した。隙間に除く玉は、ポジィティブな太陽
のイメージとサンセツビが設計図と職人との
懸け橋であることを表しています。

称 号:株式会社サンセツビ空間計画
代表者:犬 塚 憲 仁
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●名 前:犬塚 憲仁
●出身地:愛知県西尾市東幡豆町
●生年月日:1969年4月14日
●出身学校:国立豊田工業高等専門学校
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レブロ導入の背景と移行時の苦労談
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チームスタッフ CAPE,Tfas Rebro Archicad Soribri Rhinoceros Unreal Engine

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

CAPE,Tfas 1 3 3 6 6 4 2 1

Rebro 0 0 0 2 4 6 12 19

Archicad 0 0 1 2 2 2 2 2

Soribri 0 0 1 1 1 1 1 1

Rhinoceros 0 0 0 1 1 1 1 1

Unreal Engine 0 0 1 1 1 1 1 1

チームスタッフ 1 3 4 5 6 11 15 23

Rebro
0台→19台

Tfas
6台→1台
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レブロでの成功事例

設備モデル

BIMモデル合意による設備検証の充実



レブロでの成功事例

２G-A工区
鉄骨スリーブ

２G-B工区
鉄骨スリーブ

３Dモデル

鉄骨スリーブを決定させる



レブロでの成功事例 Rebroでの設備施工図

平面・展開・３D
モデル連動

タブで図面変更機器器具に
プロパティー情報

を与えている



レブロでの成功事例 改修工事の施工ステップ



レブロでの成功事例 ３D総合図

機器登録



レブロでの成功事例 維持管理モデル



レブロでの成功事例 点群撮影からのRebro化













レブロでの成功事例 RebroモデルをVRへ、その先は・・・
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設備教育プログラムについて

設備BIM講習

No 講習内容 講師 備考

1 概要、基本、躯体 鈴木

2 機器モデルの作り方 鈴木

3 3D総合図 鈴木

4 維持管理モデルの作り方 鈴木

5 機器モデルの整理 世古

6 モデル統合の仕方 世古

7 CG活用 丹下

8 データー連携(1) 丹下

9 データー連携(2) 丹下

10 拾い集計 丹下

11 干渉確認、ナンバリング 丹下

12 技術計算 丹下

13 維持管理モデル(1) 丹下

14 維持管理モデル(2) 丹下

15 施工ステップ 丹下

16 施工図(1) 木島

17 施工図(2) 木島

18 施工図(3) 木島

19 施工図(4) 木島

20 点群と動画 玉田
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設備教育プログラムについて





ご清聴ありがとうございました。


